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2018年 10月 14日に引き続き舞鶴市環境フェスタで冠島調査研究会としてオオミズ

ナギドリの生態のブース展示をした。今回は冠島の調査に参加している京都府立西舞鶴

高校生らと一緒にやった。 

 まず 2018年 10月に舞鶴でブース展示をしたいきさつを書いておきたい。2017年 11

月 18・19日に大阪市立自然史博物館で開催された大阪自然史フェスティバルの場で、

冠島のオオミズナギドリの生態の普及啓発を目的にはじめてブース展示をした(須川, 

2018)。 

 なかなか楽しかったので、冠島がある舞鶴市の環境フェスタでも展示をしたい意向を舞

鶴市のフェスタの担当者に伝えたところ、お誘いがあった。1日の企画だったが、家族連

れの参加者が、スタンプラリーで多くのブースにまわってくるという企画があり、私たちが

やったブースでは「オオミズナギドリは何を雛の餌にしますか。」という問いを出し、３択

で、①ネズミ②ヘビ③魚を選んでもらった。多くの人たちがやってくる企画になっているの

が面白かった。ドブネズミや大きなヘビ(アオダイショウ)は冠島にいる。でも親鳥は海に餌

をとりに行くというヒントをあげる。もっとも、卵や雛が小さい時は、ネズミやヘビはオオミズ

ナギドリを餌にする捕食者となるという説明をした。 

  PCプロジェクターで、冠島のドローン動画(環境省近畿環境事務所の方が撮影)を見

せ、2017年 5月に NHKが舞鶴西高校生の参加を取材したニュース動画を見せることも

できた。この時は、急な参加だったので段取りはできなかったが、次回やるときは西舞鶴

高校生たちとも一緒にやろうと思っていた。 

  さて、場所は昨年と同じ舞鶴市赤レンガパーク 5号棟で、2019年 12月 8日

(日)10:00～15:00がフェスタの時間だった。 

  展示物一式を積んで 5：00すぎに京都発。京都府北部に積雪が予想される場合はノ

ーマルタイアの私の車では危険なので西舞鶴高校の本藤聡仁先生宅に宅急便で送る

手はずをしていたが、天候は大丈夫だったので車での移動となった。 

 8:00赤レンガパーク 5号館棟着。塩田光輝さん、桑原香織さん(狩野清貴さんも少し参

加)、それに西舞鶴高校のメンバーと展示準備をした。ここは舞鶴市の自然系団体のブー

スが複数かたまっているコーナーで、すでに前日までに舞鶴市の外来生物や鳥の鳴き

声の展示ができていた。オオミズナギドリのコーナーのボードを２面に増やしてもらい、椅



子も３つ持ってきてもらってテーブル二つに設営した。 ボードの一番左には高校生がつ

くった大きな日本語のポスターを展示し、その右に須川がつくったオオミズナギドリの形

態・生態、冠島の基本の解説のポスター(A4版横が縦に７枚が３列)を展示した。 

  中央にプロジェクターの投影画面があり一番ボードの右側は西舞鶴高校生の英文ポ

スターの縮小版を展示した(写真１、２)。 

  投影画面のうえに実物大(メス)の飛翔図を展示した。壁面にライトがあたらなくて少し

薄暗くポスターが少し見えにくかった(これは来年以降の課題)。テーブルには左側に人

工巣穴、閲覧用あるいは配布資料、調査道具、冠島の立体模型(西舞鶴高生作のできた

てほやほやで取り扱い注意だった)、プロジェクターや PC(DVDデッキ)、右側にぬいぐる

みや帽子のセットを置いた。 

 
 写真１ 展示の様子 その１ 左は塩田さん。テーブルの左端には巣穴模型。 

 大きな英文ポスターができていたが、ボードのスペースがなかったので、今回は裏返し

てプロジェクターの投影画面とした。英語圏の人が来たら裏返して表を見てもらう予定だ

ったが、そんな方は来られなかったので必要はなかった。そもそも、なぜ西舞鶴高校生が

英文のポスターをつくることになったかというと、2019年 5月の冠島調査に参加した西舞

鶴高校１年の二人は夏休みに米国で開催されるボーイスカウトのジャンボリーに行くの

で、冠島調査の体験を英語で説明できるようにしておこうというのが最初のきっかけだっ

た。高校生が調査した内容をともかく英語版のポスターにつくり、いろいろな人が手直しも

して完成した。英文チェックは、冠島のメンバーで英語に強い溝井彩さん(香港育ち、カ

ナダの大学卒業)にも手伝っていただいた。最初に英語版のポスターができ、それを訳し

て日本語版のポスターができた(図１ab 西舞鶴高校の日本語版と英語版のポスター)。



成果を示せるようになったということは大切で、舞鶴市から表彰され、サントリー世界愛鳥

基金からの助成を得る(調査具など購入予定)ことができた。 

 

 図１ａ 西舞鶴高校生のポスター(日本語版) 



 

 図１ｂ 西舞鶴高校生のポスター(英語版) 



 

写真２ 展示の様子 その２ 手前に冠島の立体模型。奥は他の自然系団体の展示 

  西舞鶴高校生は 9:00から別の棟で、まいづる環境市民賞 2019の表彰式に出席し

た。 表彰内容は以下。『まいづる環境市民賞 2019 【子ども未来部門】京都府立西舞鶴

高等学校自然科学部冠島調査グループ（活動内容）西舞鶴高校では、生徒の科学的思

考力の向上、地元舞鶴に対する自然保護意識の向上と啓発を目的として、平成 20年度

から毎年、京都冠島調査研究会のオオミズナギドリの生態調査に参加。未来を担う生徒

たちは、この体験を通して自然と共生して持続可能な社会をつくっていく感性や責任感

を養っている。また、調査結果の発表により、高校生をはじめ市民の方々が、冠島やオオ

ミズナギドリについて知る機会を増やし、愛鳥意識や自然保護意識の向上につながるよう

活動している。』 

 10:00フェスが開始され、一般の人が入ってきた。昨年と同じくスタンプラリー形式にな

っていて、今年の冠島のブースのミッションは「オオミズナギドリの帽子をかぶって撮影」と

なっていた。 

 つぎつぎと多くの親子がやってくる。オオミズナギドリの帽子を子供か、子供がいやがる

場合は親にかぶってもらい、さらに雛のぬいぐるみを持って記念写真を撮っていただく

(写真３)。 

 その時には「あなたはオオミズナギドリの親鳥です」と声をかけた。次いで、「オオミズナ

ギドリがやってくる冠島を知っていますか」と聞いた。さすが舞鶴市民で、半分くらいの人



は知っていた。 

 地図を見せて若狭湾内の冠島の場所の説明をする。地中に巣穴を掘って卵を一つうん

でうまく育つとぬいぐるみのような雛になることを説明した。巣穴の模型(クラフト紙の米袋

と針金、木の葉模様の布でつくっている)を示すと、鳥が深い巣穴を土中に掘るのに驚く

人が多かった。 

 海上自衛隊の支援も得て３泊４日の無人島キャンプで調査をしていてその調査に高校

生も参加してこのようなポスター発表をして今朝表彰もされましたと紹介した。 

 巣穴模型から親鳥のぬいぐるみを出して足環を見せて、「いろいろな調査をします。足

環をつけ、ついていると番号を読み取る調査をしています。早見表でいつつけたかがわ

かるので、高校生は自分の年齢よりの倍近くもあるオオミズナギドリに出会うこともあって

驚きます。」と紹介した。 

 「とても面白い生態を持っている鳥で京都府の鳥となっているけれど、認知度がとても低

いので調査をすることで冠島の価値を広く知ってもらう活動をしている。これからもオオミ

ズナギドリと冠島に関心を持ち続けてください。」とお願いしてミッション完了。 

 

写真３ オオミズナギドリの帽子をかぶり、雛のぬいぐるみを持つ狩野さん  



興味を持ちそうな人にはジオロケータをつかって冠島で営巣した個体がどこの海域で

越冬するかが解明された資料(山本,2013)をあげて説明した。結構多くの人がオオミズナ

ギドリの長距離の旅を知って驚いていた。  

 次々とスタンプラリーの人がやってきて、説明やスタンプは高校生とともにやった。スタン

プするごとにカウンターで数えることにしていたら午後３時終了時に 174人になってい

た。海上自衛隊のフロッグマンとして冠島で支援いただいた方も娘さんを連れてやってき

ていた。 

 高校生もアイパッドも使って調査の説明をした。また時々2018年 5月に NHKが取材し

て高校生の活動を追った７分のニュース番組(NHKニュースホット関西▽無人島に３泊４

日！高校生が謎の海鳥調査)をプロジェクターで見せた。 

 舞鶴の FM まいづるネットラジオのパーソナリティの方が来られて、西舞鶴高校生らに

20分の番組に出てもらう話が進んだ(1月 16日に放送された)。 

 

写真３ 終わってから記念写真 左端は須川、右端は桑原さん 

  西舞鶴高校生はフェスタの解説員としてもピンクの上着を着て活動。自然系ブースの

うち外来種と鳥の鳴き声の解説を手伝っていた(こちらはクイズに答える形になっていた)。 

 ブース展示で人寄せとなり、説明の際に小道具として大活躍したぬいぐるみと帽子をつ

くった桑原香織さんは大阪から参加した。自分のぬいぐるみや帽子の作品(写真４)が、こ

のような展示の場で大活躍しているのを初めて見る機会があり、とても面白かったとのこ

と。帽子は、こどもには大きすぎたので、さっそく小さい子供用の帽子を作成する必要が

あるとわかったとのこと。オオミズナギドリの帽子（雛のぬいぐるみも）が舞鶴中に出回って

舞鶴のおみやげといったブームになると面白いと思う。  



 

写真４ オオミズナギドリの雛のぬいぐるみ作品と、帽子。後ろは PC とプロジェクター。 

左端の雛は、冠島で使っている体重計の上にのっている 

 塩田光輝さんの実家は舞鶴市神崎にあり、実家からもらった大量の野菜のおすそわけ

をいただいて京都に戻った。 
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